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平成 7 年度漁海況予報事業 

 

徳島県沿岸および沖合の海況と回遊性重要魚種の来遊状況や漁場形成との関係を明らかにするため

海洋観測を実施するとともに,漁船漁業の効率的な操業および経営の合理化に資するため漁海況予報事

業を実施した。ここでは,その概要を報告する。 

 

1 定線海況調査 

 

濱  誠祐・井元 栄治・蛇目  勲 

楠本 輝一・乃一 啓伺・今治 美久 

長岡 弘和・福永  稔・金田 佳久 

 

調査方法 

調査期間：平成 7年 4月～平成 8年 3月の間に原則として月 1回実施した。 

調査定線：図 1参照 

      浅海定線(ナ-セ-2,コード No.402,紀伊水道海区)21 定点 

沿岸定線(ナ-2-2,コード No.404,海部沿岸海区)18 定点 

沿岸走線(ナ-2-3,コード No.405,海部沖合海区)17 定点 

調 査 船：漁業調査船「とくしま」(鋼船 67t) 

調査内容：(1) 一般項目調査：一般気象および海象・水温,塩分,水色,透明度,流況(GEK およびドッ

プラー流向流速計で計測),魚群量調査 

(2) 特殊項目調査：DO,濁度,COD,PO4-P,NH4-N,NO2-N,NO3-N(浅魚定線 15 定点において

5,8,11,2 月の年 4回実施) 
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図 1 浅海・沿岸定線調査地点 

 

調査結果 

1 海況の推移 

  各海区の観測日は表 1のとおりであった。 

 

表 1 各地域の観測日 

 
 

1) 黒潮分枝流および内海系水の動向 

   ア 4 月 

  黒潮分枝流は紀伊水道外域西側から波及し,海部沿岸海区下灘域では 0.3～0.7 ノットの上り潮(北

東流)が観測された。水道内へは和歌山県側から 16℃台の暖水が水道中央付近まで流入していたが,

内海系水の南下は見られなかった。 

   イ 5 月 

  上旬には海部沿岸海区および紀伊水道海区で暖水の差込が見られた。 
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  紀伊水道海区では,和歌山県寄りで 19℃～21℃台の暖水が差し込んでおりその一部は沼島付近まで

達していた。 

  海部沿岸海区では,上旬には内海系水の南下はなく上り潮(北東流)であった。しかし,中旬には水道

内からの大雨による河川水の影響で由岐沖距岸 10 マイル付近までは 0.3～0.9 ノットの下り潮(南西

流)が観測された。 

   ウ 6 月 

  紀伊水道外域中央から波及した分枝流の影響で牟岐大島付近まで 0.3～0.4 ノットの向岸流(北流)

が観測された。また紀南側から波及した分枝流は和歌山県寄りに水道内へ差し込んでおり,日の御崎

北西 10マイル付近までの水温は 20～21℃台であった。 

  内海系水は由岐沖南東距岸 7マイルから日和佐沖拒岸 3マイル付近まで南下していた。 

  エ 7 月 

  紀南側から波及した分枝流は左旋流を形成しながらも水道中央付近まで差し込んでいた。この水温

は 25℃台であったが,海部沿岸海区の下灘域距岸 10マイル付近だけは 21℃～23℃の水温を示し,近年

では著しく低水温であった。 

  海部沿岸海区では左旋流の影響で 0.5～1.4 ノットの南下流が見られた。 

  内海系水については,由岐沖距岸 5～7マイル付近まで南下が見られた。 

   オ 8 月 

  7月同様,紀南側から波及した分枝流は左旋流を形成し,海部沿岸海区では0.3～2.2ノットの下り潮

(南南西流)が卓越していた。この影響で内海の赤潮(ギムノデイニュウム ミキモトイ)が急速に南下

し,牟岐大島,津島では貝類が多量にへい死した。 

  水道内への外海系水の流入は,日の御崎側からみられた。この外海系水は水温が 27～28℃で北西に

流れており(1.1～1.4 ノット),日の御崎北西 5～6 マイル付近まで達していた。内海系水は,牟岐大島

付近まで南下し,水色,透明度ともに悪く赤潮の影響と思われた。 

   カ 9 月 

 紀南側から波及した分枝流は左旋流を形成し,海部沿岸海区の上灘域では 0.3～1.8 マイルの下り潮

(西南西～南西流)が観測された。水道内への流入は表層では認められず伊島 5マイル付近から和歌山

県側で水温は 27℃台であった。しかし,底層では沼島付近まで差し込んでいたようであった。 

  内海系水は由岐沖南東距岸 5 マイル付近まで南下が見られた。水色は 7～6,透明度は 10m 程度でと

もに悪かった。 

   キ 10 月 

  水道内への外海系水の差し込みは認められず,伊島東 5マイル付近から日の御崎沖距岸 3～4マイル

付近まで水温は 25℃台であった。 

  海部沿岸海区では,紀伊水道外域中央以東から波及した分枝流による影響で,距岸 5～10 マイル付近

では 0.5～1.7 ノットの速い下り潮(西南西～南西流)であった。 

  内海系水は蒲生田岬南東距岸5マイル付近から日和佐南西距岸2～3マイル付近までのごく沿岸で南
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下が見られた。 

   ク 11 月 

  水道内には伊島東距岸3～5マイル付近から伊島北東距岸6～7マイル付近まで0.5～0.6ノットの北

東流が観測され,外海系水の差込が認められた。 

  紀伊水道外域中央以西から波及したと見られる分枝流は海部沿岸海区全体を覆い,0.3～0.7 ノット

の上り潮(北東～東北東流)で紀南側に流れていた。 

  なお,内海系水の南下は認められなかった。 

   ケ 12 月 

  水道内の外海系水の差込は水道中央付近から伊島北東7～8マイルまで達しており,0.3～0.5ノット

の上り潮(北流)で水温は 19℃台であった。一方,紀南側より波及した分枝流は左旋流を形成しており,

この影響で海部沿岸海区では 0.3～0.9 ノットの下り潮(西北西～西南西流)で水温は 18℃～21℃台で

あった。 

  内海系水の南下は認められなかった。 

   コ 1 月 

 「とくしま」の定期検査により欠測 

   サ 2 月 

 水道内への外海系水の差込は日の御崎沖付近で見られた程度で,その水温は 15℃台であった。 

  海部沿岸海区では紀伊水道外域中央以西より波及した分枝流の影響により外海系水に覆われ,水温

は 16℃～18℃で 0.4～0.7 ノットの上り潮(北東～東流)であった。 

  内海系水の南下は認められなかった。 

  シ 3 月 

 伊島東距岸 5マイル付近で潮目が形成されており,水道内への外海系水の差込は認められなかった。 

海部沿岸海区上灘域では,紀伊水道外域以西より波及した分枝流の影響で右旋流が形成されてお

り,0.3～0.5 ノットの上り潮(北東～東流)が観測された。 

 なお,内海系水の南下は認められなかった。 

 

 2) 水温・塩分の推移 

各海域の水層毎の平均水温および平均塩分の推移を図 

2-1～6に示した。 

紀伊水道海区の水温は,4月から7月間では7月の 50m層で低めとなったのを除き平年を上回って推

移した。8 月は 50m 層でかなり低めとなるなど各層で平年を下回ったが,9 月から 11 月まではほぼ平

年並みで推移した。12月および 2月は各層で平年を下回って推移したが 3月は平年をやや上回って推

移した。 

  塩分については,4月および 5月は 5月の 50m 層で低めとなったのを除き平年を上回った。6月およ

び 7月は 7月の 50m 層でやや高めとなったのを除き平年を下回った。8月から 3月までは 10月の 50m
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層でやや低めとなったのを除き平年を上回って推移した。 

海部沿岸海区の水温は,4 月から 6 月までは全層で平年を上回った。特に 6 月の 50m,100m 層は平年

よりかなり高めであった。7 月および 8 月は 7 月の 10m 層を除き平年を下回った。特に 7 月および 8

月の 50,100m 層は平年より低めであった。9 月以降 3 月までは 10 月の 100m 層がかなり高めとなった

のを除き,ほぼ平年並みであった。 

 

 

図 2-1 紀伊水道海域における 0,10,50,     図 2-2 紀伊水道海域における 0,10,50, 

100m 層の平均水温の推移            100m 層の平均塩分の推移 

平年値：1968～1992 年の平均値         平年値：1968～1992 年の平均値 
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図 2-3 海部沿岸海域における 0,10,50,    図 2-4 海部沿岸海域における 0,10,50, 

100m 層の平均水温の推移           100m 層の平均塩分の推移 

平年値：1968～1992 年の平均値        平年値：1968～1992 年の平均値 
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図 2-5 海部沖合海域における 0,10,50,     図 2-6 海部沖合海域における 0,10,50, 

100m 層の平均水温の推移            100m 層の平均塩分の推移 

平年値：1968～1992 年の平均値         平年値：1968～1992 年の平均値 
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  塩分については,9 月の 50m 層および 11 月の 0m 層が平年より高めとなったのを除き,周年にわたり

ほぼ平年並みで推移した。 

  海部沖合海域の水温は,4月から6月は全層で平年を上回って推移した。7月および8月は8月の200m

層を除いて平年を下回って推移した。9 月および 10 月については 9 月の 100m 層がかなり高めとなっ

たのを除きほぼ平年並みで推移した。12 月および 2 月は,12 月の 200m で高めとなったのを除きほぼ

平年並みで推移した。3月は平年より高めであった。 

  塩分については,周年にわたりほぼ平年並みで推移した。 

 3) 浅海定線特殊項目 

  紀伊水道海区の 15点で行った特殊項目について表・底層の本年度の観測値および平年値を図 3-1～

2 に示した。 

  DO%は,5 月についてはほぼ平年並みであった。8月は密度成層が良く発達し,表層では平年より高め,

底層では低めであった。11 月は表層で平年よりやや低め,底層でやや高めであった。2 月は表層で低

め,底層でやや高めであった。 

  濁度は,5月および8月は表層,底層とも平年を下回った。11月および2月はほぼ平年並みであった。 

  COD は,2 月の底層が平年並みであったのを除き,表層,底層とも平年を上回った。 

  PO4-P は,表層では 11月に平年と比べて高めとなったものの,それ以外はほぼ平年並みであった。底

層では 5月は平年と比べてやや低めであったものの,それ以降は平年より高め～かなり高めであった。 

  DIN は,表層ではほぼ平年並みであった。底層では,8月に高めとなった他はほぼ平年並みであった。 
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図 3-1 紀伊水道海域表層における特殊項目   図 3-2 紀伊水道海域底層における特殊項目 

(DO%,濁度,COD,P04-P,DIN)の推移        (DO%,濁度,COD,P04-P,DIN)の推移 

平年値：過去 20年平均             平年値：過去 20年平均 
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2 プランクトン調査 

 

楠本 輝一・金田 佳久・濱  誠祐 

井元 栄治・蛇目  勲・乃一 啓伺 

今治 美久・長岡 弘和・福永  稔 

 

 水塊の指標として,また,魚類の 科生物として重要な地位を占めるプランクトンの出現状況を把握す

るために,紀伊水道,海部沿岸および海部沖合の 3 海域において前年度に引き続き,丸特ネットによるプ

ランクトン採集調査を行った。その概要は次のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 7年 4月～平成 8年 3月の間に原則として月 1回実施した。 

調査走線：図 4参照 

調査船 ：漁業調査船「とくしま」(鋼船 67t) 

調査内容：プランクトン採集(丸特ネット鉛直曳） 

 

   

図 4 丸特・丸雅ネット採集点 

 

調査結果 

  調査海域は紀伊水道,海部沿岸および海部沖合の3海域で,採集点を図4に,採集標本数を表2に示し
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た。 

  海域・月別 1曳網当たりのプランクトンについてはその出現数を表 3-1～3 に,海域・St.別 1曳網当

たりのプランクトンの出現数に着いては表 4-1～3 にそれぞれ示した。また海域・月別 1 曳網当たり

のコペボーダの出現数は表 5-1～3 に,海域・St.別 1 曳網当たりのコペボーダンの出現数については

表 6-1～3にそれぞれ示した。 

 紀伊水道海域：春期は珪藻の Chaetoceros sociale が優占種であった。これに次いで 4月には外洋

性の藍藻 Trichodesmium thiebauti,5 月には珪藻の Skeletonema costatum が多く出現した。6月に入

ると Chaetoceros saciale は採集されず代わって Coscinodiscus wailesii が卓越して出現し 8 月ま

で優占種であった。9月は珪藻のChaetoceros spp.が卓越して出現し,次いでTrichodesmium thiebauti

が多く出現した。Trichodesmium thiebauti は 10 月にも優占種として出現した。11月は,数は少ない

ながらも珪藻の Stephanopyxis palmeriana が優占種であった。以降冬期においては Chaetoceros 

saciale が優占種で,特に 3 月は 1 曳網当たりの出現数が 2,400 万個体と年間の最高出現数を示した。

これに次いで 2月には Trichodesmium thiebauti が,3 月には Thalassiosira sp.も多数出現した。 

  動物プランクトンでは年間を通じて COPEPODA および尾虫類の Oikopleura sp.が優占種であった。

また 9月には枝角類の Penilia schmackeri が卓越して出現した。 

  海部沿岸海域：年間を通じて外洋性の Trichodesmium thiebauti が優占種であった。ただし,4月は

Chaetoceros sacial が,7 月は Coscinodiscus wailesii が,3 月は Chaetoceros sacial および

Thalassiosira sp．が Trichodesmium thiebauti よりも卓越して出現した。 

  動物プランクトンでは,年間を通じて COPEPODA が優占種であった。 

  海部沖合海域：年間を通じて外洋性の Trichodesmium thiebauti が優占種であった。ただし,4月は

Chaetoceros social が,7 月は Chaetoceros spp.が,2 月は Thalassiosira sp．が Trichodesmium 

thiebauti よりも卓越して出現した。 

  動物プランクトンでは,年間を通じて COPEPODA が優占種であった。 

 

表 2 丸特ネット採集物標本数 
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表 3-1 紀伊水道月別プランクトン数  (×100cells/曳網) +：100cells>> 10cells R：<10cells 
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表 3-2 海部沿岸月別プランクトン数  (×100cells/曳網) +：100cells>> 10cells R：<10cells 
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表 3-3 海部沖合月別プランクトン数  (×100cells/曳網) +：100cells>> 10cells R：<10cells 
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表 4-1 紀伊水道 St.別プランクトン数  (×100cells/曳網) +：100cells>> 10cells R：<10cells 
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表 4-2 海部沿岸 St.別プランクトン数  (×100cells/曳網) +：100cells>> 10cells R：<10cells 
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表 4-3 海部沖合 St.別プランクトン数  (×100cells/曳網) +：100cells>> 10cells R：<10cells 
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表 5-1 紀伊水道月別コペポーダ数  (×10cells/曳網) +：<10cells 
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表 5-2 海部沿岸月別コペポーダ数  (×10cells/曳網) +：<100cells 
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表 5-3 海部沖合月別コペポーダ数  (×10cells/曳網) +：<10cells 
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表 6-1 紀伊水道 St.別コペポーダ数  (×10cells/曳網) +：<10cells 
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表 6-2 海部沿岸 St.別コペポーダ数  (×10cells/曳網) +：<10cells 
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表 6-2 海部沿岸 St.別コペポーダ数  (×10cells/曳網) +：<10cells 
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  2) St.別プランクトン出現状況 

  紀伊水道海域：Chaetoceros sacial は St.19 および St.B を除く全域で優占種であった。Chaetoceros 

spp.は St.19 および St.B で優占種であり,その他の St.でも多数採集され,広い範囲で出現した。外洋

性の Trichodesmium thiebauti は紀伊水道中央以西および紀伊水道北部の St.での出現数が少なかっ

た。Thalassiosira sp.は紀伊水道西部沿岸および「紀伊水道」北部での出現が少なかった。 

  動物プランクトンでは全域で COPEPODA が優占種であった。ただし,紀伊水道中央部西側の沿岸部で

は Penilia schmackrei が COPEPODA を上回って出現した。 

  海部沿岸海域：Chaetoceros sociale は St.4 を除き,全域で優占種であった。Trichodesmium 

thiebauti は紀伊水道口の St.18 で出現数が少なかったがその他の St.では安定して出現した。

Thalassiosira sp.は海部沿岸南部での出現が比較的少なかった。 

  動物プランクトンでは全域で COPEPODA が優占種であった。 

  海部沖合海域：Trichodesmium thiebautiがSt.1を除く全域で卓越して出現した。Thalassiosira sp.

は黒潮域を除く St.では多数出現した。 

  動物プランクトンでは COPEPODA が全域で卓越した出現し,次いで放散虫の Acanthometron 

sp.,Oikopleura sp.が広範囲で安定して出現した。 

  3) 月別コペポーダ出現状況 

 紀伊水道海域：4月は Calanus sinicus が卓越して出現した。次いで Acartia omorii,Paracalanus 

parvns が優占種であった。5月および 6月は Calanus sinicus が卓越して出現した。次いで Corycaeus 

spp.,Para calanus parvus が優占種であった。特に 6月は Calanus sinicusn,Corycaeus spp.ともに

年間最高の出現数を示した。7～9月は Calanus sinicus,Oncaea spp.,Oithona spp が優占種であった。

10 月は Calanus sinicus,Eucalanus subcrassis,Oncaea spp.が優占種であった。11 月は Oncaea 

spp.,Paracalanus parvus が優占種であった。12 月以降は Paracalanus parvus が卓越して出現し、

次いで Calanus sinicus,Corycaeus spp.が多数出現した。 

  海部沿岸海域：4月は Oncaea spp.が卓越して出現し、次いで Paracalanus parvus,Calanus sinicus

が多数出現した。5～8月は Calanus sinicus が卓越して出現した。次いで Paracalanus parvus,Oncaea 

spp.および Corycaeus spp.が多数出現した。9～12月は Oncaea spp.,Clausocalanus spp.,Paracalanus 

parvus および Paracalanus aculeatus が優占種であった。2 月は Paracalanus Parvus が年間の最高

出現数を示し優占種であった。3月は Calanus sinicus が卓越して出現し年間の最高出現数を示した。

次いで Paracalanus parvus が多数出現した。 

  海部沖合海域： 

  春期は Oithona spp.,Oncaea spp.,Paracalanus parvus および Clausocalanus spp.が優占種であっ

た。夏期は Oithona spp.,Oncaea spp.,Calanus sinicus および Clausosalanus spp.が優占種であっ

た。秋期は Clausocalanus spp.,Oncaea spp.,Oithona spp.が優占種であった。また 9月には Eucalanus 

subcrassis も多数出現した。冬期は Oithona spp.,Calanus sinicus が優占種であった。また 2 月に

は Phaenna spinifera が卓越して出現した。 
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  3) St.別コペポーダ出現状況 

紀伊水道海域：Calanus sinicus は紀伊水道西側の北部沿岸で出現数が少なかったものの他の St.

では卓越して出現した。Paracalanus parvus は全域で安定して出現した。Corycaeus spp.および Oncaea 

spp.は,紀伊水道西側の北部沿岸で出現数が少なかったもののたの St.では安定して出現した。 

海部沿岸海域：Calanus sinicus, Paracalanus parvus および Corycaeus spp.は全域で安定して出

現し優占種であった。Clausocalanus spp.および Oncaea spp.も全域で安定して出現したが紀伊水道

口の St.18 での出現数が少なかった。 

海部沖合海域：Calanus sinicus および Paracalanus parvus は黒潮域で出現数が少ないものの他の

St.では安定して出現した。Clausocalanus spp., Oithona spp., Oncaea spp.は全域で安定して出現

した。 

 

3 魚卵稚仔調査 

 

福永  稔・今治 美久・乃一 啓伺 

濱  誠祐・井元 栄治・蛇目  勲 

楠本 輝一・長岡 弘和 

 

 本県沿岸域に於ける魚卵稚仔の出現状況を把握するために,前年度に引き続き調査を行った。その概要

は次のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 7年 4月～平成 8年 3月(平成 8年 1月は検査のため欠測) 

調 査 船：漁業調査船「とくしま」(鋼船 67t) 

調査内容： 

   卵稚仔調査 

     丸特ネット：垂直曳き 

           50m→0m 

           (水深 50m 以浅の定点は 10・20・30m→0m) 

     稚魚ネット：表層水平曳き 

           船速 4kt,2.5 分曳き 

調 査 定：図 4のとおり 

 

調査結果 

  カタクチイワシ,マイワシ,ウルメイワシ,タチウオの平年値(10 カ年平均-1985.4～1995.3)と平成

6・7年度の海域別採集結果を図 5～8に示した。 
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1. カタクチイワシ 

  紀伊水道・海部沿岸については資源管理型漁海況予測技術開発試験に示したとおり。 

  1) 卵の採集結果 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると 7月をピークに 2～10 月まで採集されている。本年は 6月に全く採

集されないなど平年を下回っていたが,8 月に St.13 でまとまって採集され平年を上回った。また,2

月には St.13 で,3 月には St.1 でまとまって採集され平年を上回った。 

稚魚ネットでは,平年値を見ると3・4月,9月の2度のピークが見られ12～9月まで採集されている。

本年は5月に前年同様St.17でまとまって採集され平年を上回ったが,9月には全く採集されなかった。

また,2月には St.4 でまとまって採集され平年を上回った。 

2) 稚仔の採集結果 

 海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると 7月をピークにほぼ周年採集されている。本年は 5・6月に全く採

集されなかったが,8・9月に平年を上回った。また,2 月には平年より 1ケ月早く採集され始め,3月に

は卵同様 St.1 でまとまって採集され平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 6月をピークにほぼ周年採集されている。本年は 4月以降ほとんど

採集されず前年・平年を下回った。また,3月には St.2 でまとまって採集され平年を大きく上回った。 

 

2. マイワシ 

 1) 卵の採集結果 

紀伊水道： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると 4月をピークに 1～6月まで採集されている。本年は,5月に水道南

部(St.5・6・A)を中心に採集され平年を上回った。また,3 月には徳島沿岸側(St.9・17・A)を中心に

採集され前年・平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 4月をピークに 1～6月まで採集されている。本年は,4 月には St.9

で,5 月に St.17 でまとまって採集され平年を上回った。また,3月には St.9・17 を中心に全定点で採

集され前年・平年を上回った。 

海部沿岸： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると12月をピークに12～5月まで採集されている。本年は,4月にSt.10

でまとまって採集され平年を上回ったが,12 月にはほとんど採集されなかった。また,2 月にはほぼ全

定点で採集され平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 12 月,3 月の 2 度のピークが見られ 12～5 月まで採集されている。

本年は,5・12 月に採集されなかったが,3月には St.9 を中心に全定点で採集され平年を上回った。 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると 2 月をピークに 11～4 月まで採集されている。本年ほ,4 月に沿岸
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域の St.1 でまとまって採集され平年を上回った。また,2月には沿岸域の St.1・13 でまとまって採集

され平年を上回ったが,3月には採集されなかった。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 3月をピークに 12～5 月まで採集されている。本年は,4・5 月に採

集されなかった。また,12 月には St.2 でまとまって採集され平年を上回ったが,2・3月にほとんど採

集されず平年を大幅に下回った。 

  2) 稚仔の採集結果 

紀伊水道： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 1～5 月まで採集されている。本年は,4・5 月に

続き 6月にもわずかに採集された。また,3 月にはほぼ全定点で採集され前年・平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,平年を見ると採集数は少ないが 12～6 月まで採集されている。本年は,5 月に採集

されなかったが,St.17でまとまって採集された4月,6月が平年を上回った。また,12月にはSt.11で,3

月にはほぼ全定点で採集され前年・平年を上回った。 

海部沿岸： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると 3 月をピークに 12～5 月まで採集されている。本年は,4 月が平年

を下回り,5 月には採集されなかった。また,2・3 月にはほぼ全定点で採集され前年・平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 4 月をピークに 11～6 月まで採集されている。本年は,4 月が平年

を下回り,5・6 月にと採集されなかった。また,3 月には St.1 を中心に全定点で採集され前年・平年

を上回った。 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると 3 月をピークに 11～4 月まで採集されている。本年は,4 月には採

集されなかった。また,12・2・3月も平年を下回った。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 12 月をピークにほぼ周年採集されている。本年は,4～10 月まで採

集されなかった。また,3月に沿岸域の St.2 でまとまって採集され平年を上回った。 

 

2. ウルメイワシ 

1) 卵の採集結果 

紀伊水道： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 2～8 月まで採集されている。本年は,7・8・11

月にわずかに採集されたのみであった。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 4月をピークに 1～7月まで採集されている。本年は,2月にわずか

に採集されたのみであった。 

海部沿岸： 

丸特ネットでは,平年値を見ると 5月をピークに 10～7月まで採集されている。本年は,ほぼ平年通

りの採集結果であり,5・6 月,2・3月は平年を上回った。 

稚魚ネットでは,平年値を見ると 5月をピークに 10～7月まで採集されている。本年はほぼ全定点で
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採集された 4・11・3 月に平年を上回ったが,他の月は平年を下回った。 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 10～7月まで採集されている。本年は,4～7月が

平年を下回った。また,2・3月には St.1 でまとまって採集され平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 4月をピークに 10～7 月まで採集されている。本年は,4～7 月が平

年を下回った。また,沿岸域の St.2 でまとまって採集された 12・3月は平年を上回った。 

  2) 稚仔の採集結果 

紀伊水道： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 2～7 月まで採集されている。本年は,6・7 月に

わずかに採集された。また,3 月には水道南部(St.2・3・5・6)で採集され平年を上回った。 

  稚魚ネットでは,ほとんど採集されておらず,本年も 8月にわずかに採集されたのみであった。 

海部沿岸： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 12～7月まで採集されている。本年は,4・5・6・

3 月にわずかに採集されたのみであった。 

  稚魚ネットでは,ほとんど採集されておらず,本年も 11月にわずかに採集されたのみであった。 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 10～7 月まで採集されている。本年は,4・12 月

にわずかに採集されたのみであった。 

 稚魚ネットでは,ほとんど採集されておらず,本年も 7月にわずかに採集されたのみであった。 

 

2. タチウオ 

1) 卵の採集結果 

紀伊水道： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが,5～11 月まで採集されている。本年は,6・7

月,ST.2 でまとまって採集された 10月が平年を上回ったが,5・8 月には全く採集されなかった。 

稚魚ネットでは,平年値を見ると 5 月をピークに 4～12 月まで採集されている。本年は,4・12 月に

採集されなかったが,5～10 月まで St.2 を主体に採集され平年を上回った。 

海部沿岸： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが 5～11 月まで採集されている。本年は,St.15 で

まとまって採集された 5月が平年を上回ったが,7月には全く採集されなかった。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 5 月をピークに 4～1 月まで採集されている。本年は,4・8 月に採

集されなかったが,St.15 でまとまって採集された 5・6・7月及び 9・10・12 月が平年を上回った。ま

た,3 月には平年より 1ケ月早く採集されている。 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが,4～11 月まで採集されている。本年は,5・6月に



－29－ 
 
 

採集されたのみであった。 

  稚魚ネットでは,平年値を見ると 5月と 10 月の 2度のピークが見られ 4～1月まで採集されている。

本年は,6 月に日和佐沖 20 マイル地点の St.10・15 でまとまって採集され平年を大幅に上回った。ま

た,10 月には沿岸域の St.2 で,12 月には最も沖合の定点である St.6・12 でまとまって採集され平年

を上回った。 

  2) 稚仔の採集結果 

紀伊水道： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが,5～11 月まで採集されている。本年は,9～11 月

に採集されたのみであったが,10 月には St.2 でまとまって採集され平年を上回った。 

海部沿岸： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが,5～11 月まで採集されている。本年は,9・10 月

に採集されたのみであったが,10 月には過半数の定点で採集され平年を上回った。 

海部沖合： 

  丸特ネットでは,平年値を見ると採集数は少ないが,4～10 月まで採集されている。本年は,9月に沿

岸部で採集されたのみであった。 

  稚魚ネットでは,各海域,平年,本年とも稚仔は採集されていない。 

 

 
図 5-1 カタクチイワシ卵採集結果(丸特ネット)   図 5-2 カタクチイワシ卵採集結果(稚魚ネット) 

平年：10カ年平均(1985.4～1995.3)         平年：10カ年平均(1985.4～1995.3) 

 

   
図5-3 カタクチイワシ稚仔採集結果(丸特ネット)   図5-4 カタクチイワシ稚仔採集結果(稚魚ネット) 

平年：10カ年平均(1985.4～1995.3)         平年：10カ年平均(1985.4～1995.3) 
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図 6-1 マイワシ卵採集結果(丸特ネット)      図 6-2 マイワシ卵採集結果(稚魚ネット)  

平年：10カ年平均(1985.4～1995.3)         平年：10カ年平均(1985.4～1995.3) 

     

図 6-3 マイワシ稚仔採集結果(丸特ネット)     図 6-4 マイワシ稚仔採集結果(稚魚ネット)  

平年：10カ年平均(1985.4～1995.3)         平年：10カ年平均(1985.4～1995.3) 
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図 7-1 ウルメイワシ卵採集結果   図 7-2 ウルメイワシ卵採集結果   図 7-3 ウルメイワシ稚仔採集結果 

(丸特ネット)            (稚魚ネット)             (丸特ネット)  

 平年：10 カ年平均(1985.4～1995.3)    平年：10 カ年平均(1985.4～1995.3)    平年：10 カ年平均(1985.4～1995.3) 

 
図 8-1 タチウオ卵採集結果    図 8-2 タチウオ卵採集結果      図 8-3 タチウオ稚仔採集結果 

(丸特ネット)           (稚魚ネット)             (丸特ネット)  

平年：10 カ年平均(1985.4～1995.3)   平年：10 カ年平均(1985.4～1995.3)     平年：10 カ年平均(1985.4～1995.3) 
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4 漁況調査 

 

金田 佳久・福永  稔 

 

紀伊水道海域および海部沿岸海域における重要魚類資源の漁獲動向を把握するために,前年度に引き

続き調査を実施した。その概要は次のとおりであった。 

 なお,本調査では関係漁業協同組合の職員の方々に多大な協力を頂いた。記して謝意を表する。 

 

調査方法 

調査期間：平成 7年 4月～平成 8年 3月 

調査内容：紀伊水道海域の 2漁協,海部沿岸海域の 6漁協の計 8漁協を標本漁協とし,重要魚類の日別,

漁法別,銘柄別漁獲量について調査を行った。 

 

調査結果 

  8 標本漁協についての調査の結果概要は次のとおりである。月別主要魚種漁獲量の推移とその経年

変化については,図 5-1～8 に示す。 

  なお,文中上半期とは 4月～9月,下半期とは 10月～翌年 3月のことである。また,平年とは 1985 年

から 1994 年の 10 年間の平均のことである。ただし,マアジについては平年を 1990 年から 1994 年ま

での 5年間の平均とした。 

 1) シラス 

  主漁場である紀伊水道のパッチ網は,4月上旬にマシラス漁が好調であったため4月の漁獲量として

は前年を上回った。しかしながら,それに続くカタクチシラス漁の開始が 5 月中旬以降にずれ込んだ

ため,5 月の漁獲量としては前年を大きく下回った。それ以降の夏,秋漁も平年を大きく下回って推移

した。 

  上半期の漁獲量は 1,202t で前年の 62%,平年の 34%であった。下半期の漁獲量は 229t で前年の 33%,

平年の 32%であった。1995 年度全体の漁獲量は 1,431t で前年の 55%,平年の 33%であった。 

  2) カタクチイワシ 

1985 年度から 150t を境に増減を繰り返している。近年は下半期,特に 10月～2月における漁獲がほ

とんどみられない状況が続いている。 

  上半期(4 月～9 月)の漁獲量は 177t で前年の 2.9 倍,平年の 174%であった。下半期(10 月～3 月)の

漁獲量は 8t で前年の 43%,平年の 14%であった。1995 年度全体の漁獲量は 185t で,これは不漁であっ

た前年の 2.3 倍,平年の 117%であった。 

  3) マイワシ 

1988年度からの増加傾向に加え,2月および3月に産卵親魚群と思われる大羽群がまとまって漁獲さ

れたことにより,1995 年度の漁獲量はここ 10 年間で最高となった。 
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  上半期の漁獲量は 1,010t で前年の 100%,平年の 2.1 倍であった。下半期の漁獲量は 271t で前年の

18.5 倍,平年の 3.8 倍であった。1995 年度全体の漁獲量は 1,281t で前年の 126%,平年の 2.3 倍であっ

た。 

  4) ウルメイワシ 

1991年までは50t前後の漁獲であったが1992年度から増加傾向となり1995年度の漁獲も高水準で

あった。 

1 月～2月には海部沿岸の定置網で大羽群がややまとまって漁獲された。 

  上半期の漁獲量は 296t で前年の 152%,平年の 3.2 倍であった。下半期の漁獲量は 13t で前年の 4.2

倍,平年の 2.4 倍であった。1995 年度全体の漁獲量は 309t で前年の 156%,平年の 3.3 倍であった。 

  5) マアジ 

  マメアジ(当歳魚)漁獲量の年次推移をみると,1993 年度には 197t の漁獲があり,近年では卓越年級

群であると考えられた。1994 年度には 30t に落ち込んだものの 1995 年度は 159t となり,1995 年級群

は 1993 年級群に次ぐ卓越年級群であると考えられた。 

  上半期の漁獲量は 315t で前年の 4.3 倍。平年の 153%であった。下半期の漁獲量は,108t で前年の

2.6 倍,平年の 129%であった。1995 年度全体の漁獲量は 423t で前年の 3.7 倍,平年の 146%であった。 

  6) サバ類 

  海部沿岸における焚入網および定置網で 7 月～8 月にまとまった漁獲があった。特に大型定置網で

は 8月にゴマサバがまとまって漁獲された。 

1993年以前における下半期には,冬期の延縄を主体にまとまった漁獲があったが,1994年,1995年と

冬季の延縄漁は低調な漁模様となっている。 

  上半期の漁獲量は 107t で前年の 142%,平年の 74%であった。下半期の漁獲量は 18t で前年の 57‰平

年の 10%であった。1995 年度全体の漁獲量は 125t で前年の 117%,平年の 38%であった。 

  7) ブリ 

  前年度は 5月から 2月までまとまった漁がなく 3月末に海部沿岸の大型定置網に 71t を越えるブリ

の入網があった。1995 年度は 4 月～2 月までまとまった漁獲がなく低水準で推移した。3 月にはメジ

ロ級がややまとまって漁獲されたものの 1995 年度全体の漁獲としては,ここ 10年間で最低であった。 

  上半期の漁獲量は 7t で前年の 28%,平年の 18%であった。下半期の漁獲量は前年の 46%,平年の 48%

であった。1995 年度全体の漁獲量は 42t で前年の 41%,平年の 37%であった。 

  8) タチウオ 

1986 年以降の増加傾向が順調に継続しており,1995 年度の漁獲量は 1986 年以降最高となった。特に

4月および 6月は,1ケ月間に 100t を超える漁獲があった。 

 近年は,12 月から 2 月までは漁獲が落ち込み,3 月から漁が本格化していたが,今年度は 2 月から漁

獲が急増した。このため以降の漁獲が期待されたが 3月下旬から漁獲は急速に落ち込んだ。 

  上半期の漁獲量は491tで前年の156%,平年の2.4倍であった。下半期の漁獲量は290tで前年の88%,

平年の 2.1 倍であった。1995 年度全体の漁獲量は 781t で前年の 122%,平年の 2.3 倍であった。 
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5 情報交換事業 

 

福永  稔・金田 佳久・濱  誠祐 

井元 栄治・蛇目  勲・楠本 輝一 

乃一 啓伺・今治 美久・長岡 弘和 

 

本事業は南西海域の黒潮内側域における沿岸漁場に係る漁海況情報を,(社)漁業情報サービスセンタ

ー,水産研究所,各県水産試験場および漁業協同組合等と迅速に交換し,水産関係者に広報する事を目的

とするものである。その概要は次のとおりであった。 

 

調査方法 

調査期間：平成 7年 4～7月および平成 8年 2・3月の間に実施した。 

調査内容：(1) 水温情報の収集と通報 

      (2) 漁況情報の収集と通報 

      (3) 週間漁海況情報の発行 

 

概  要 

1) 水温情報の収集と通報 

  県内 2漁協に協力漁船を依頼し,水温情報を漁協経由で収集すると共に,出漁船から徳島県牟岐漁業

無線局に寄せられた情報も併せて週 3回漁業情報サービスセンターへ FAX で通報した。 

 2) 漁況情報の収集と通報 

  県内 8漁協から漁況情報を収集し,週 1回漁業情報サービスセンターへ FAX で通報した。 

 3) 週間漁海況情報の発行 

  前述の調査結果や漁業情報サービスセンター発行の「南西東海沿岸海況速報」,「人工衛星利用沿岸

海況図」,海上保安庁水路部発行の「海洋速報」等の情報を元に「週間漁海況情報」を作成し,毎週金

曜日に関係漁協,機関および報道機関に広報した。 

 

6 モジャコ漁場一斉調査 

 

福永  稔・濱  誠祐・井元 栄治 

蛇目  勲・楠本 輝一・乃一 啓伺 

今治 美久・金田 佳久 

 

 モジャコ漁業解禁に先立ち,流れ藻およびモジャコの来遊状況,漁場環境について前年度に引き続き調

査を実施し,調査結果を関係機関に広報した。その概要は次のとおりであった。 
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調査方法 

調査期間：平成 7年 4月 17・20・21 日 

調査海域：図 11のとおり 

調査船 ：漁業調査船「とくしま」(鋼船 67t) 

調査内容：(1) 表面水温,流況及び潮境の観察 

      (2) 流れ藻の分布状況及び流れ藻標識放流 

      (3) モジャコ採集 

         (採集方法：すくい網－径 0.8m) 

 

調査結果 

  モジャコ漁場一斉調査定線は図 11 に示すとおり。 

 

   

図 11 モジャコ漁場一斉調査定線及び流れ藻・モジャコ採集地点図 

 

1) 海 況： 

  モジャコ調査実施時の黒潮流路は,南西東海沿岸海況速報(漁業情報サービスセンター：H7.4.24 発

行)によると,蛇行域の東進に伴い九州沿岸から足 岬で接岸しているが,室戸岬南沖で 40 マイルとや

や離岸し,潮岬南沖では 110 マイルと 31°30′N 付近まで蛇行し,その後北東に向かっている。また,

黒潮内の水温は,19～24℃台で四国沿岸では前年並みとなっている。 

  調査船「とくしま」が実施したモジャコ漁場一斉調査時の表層水温分布及び水深 5m層の流向・流速

を図 12に示した。 

  表層水温は,16.60～20.65℃(H6-14.60～21.75℃)の範囲にあり,SSW 線・S線 25 マイル,SSE 線 35 マ

イル付近より 19～20℃台の水温が観測された。また,SSE 線では 15マイル付近まで 16℃台の沿岸水の

張り出しが観測された。 

  水深 5m層の流向・流速は,昨年の調査時には和歌山県側からの左旋流が顕著に見られたが,本年度は,
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由岐沖より紀伊水道口では右旋流が観測された。また,S・SSE 線で沿岸水の南下流が観測された。 

 

   

図 12 表面水温分布図及び水深 5m層の流向流速 

 

2) 流れ藻の分布状況： 

 流れ藻の採集状況及び採集箇所を表 7,図 11 に示した。流れ藻は,S-SSW 線では 8 箇所,SSE-SE 線で

は 10 箇所,ESE-E 線では 7 箇所,計 25 箇所で採集された。ESE-E 線では紀伊水道側から流出したと思

われる流れ藻が多数見られた。 

  航走 10マイル当たり流れ藻の採集箇所数は,1.0 箇所であり,昨年の 0.7 箇所及び平年値(20 カ年平

均値：1973～1992)の 0.7 箇所を上回り,調査開始以来の最高値となった。(表 8,図 12 参照) 

 3) 流れ藻の標識放流： 

  採集した流れ藻については,表 7に示したとおり,標識はがき(記号：平 7徳 No201～242)42 枚を付け

て採集地点で放流を行った。 

 4) モジャコの採捕状況： 

  モジャコの採捕状況を表 7に示した。 

採集された流れ藻には,SSE線の2箇所,E線の3箇所を除いて20箇所でモジャコが採捕され,総採捕

尾数は 664 尾であった。 

 昨年は,ESE～E 線での採捕尾数が非常に多かったが,本年は S-SSW 線・SSE-SE 線での採捕が主体で

あった。 

1 地点での最高採捕尾数は,SSW 線の潮目付近で採集された No7 地点の 118 尾であった。 

  流れ藻採集箇所数当たりのモジャコ採捕尾数は,26.6 尾で昨年の 55.9 尾及び平年値の 37.4 尾を下

回った。また,10 マイル当たりのモジャコ採捕尾数は,27.7 尾で昨年の 39.7 尾を下回ったが,平年値

の 25.5 尾をやや上回った。(表 8,図 12 参照) 
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表 7 流れ藻・モジャコ採集状況 

 

 

 5) モジャコの尾叉長及び採捕魚の種類組成： 

  採捕されたモジャコの尾叉長組成を図 13 に示した。採捕魚の尾叉長範囲は,1.4～12.Ocm で 10cm を

超す大型魚も再捕された。平均押しやは 4.70cm で昨年(3.50cm)及び平年値(3.48cm)を 1cm 以上上回

っている。モードも 3.0-3.4cm と 6.5-6.9cm に見られるなど大型魚が採捕されたことが本年の特徴と

なっている。(表 8参照) 

  モジャコと同時に採捕された魚種組成を表 9に示した。種類数は 11種で,魚種毎の出現率は,モジャ

コ 50.7%,メジナ 25.6%,カサゴ sp14.9%,アジ sp3.1%となっており,昨年全地点で採捕され出現率の高

かったカサゴ spが減少し,メジナが多くの地点で出現しモジャコに次ぐ出現率となっているのが本年

の特徴となっている。 

図 12 航走 10 マイル当りモジャコ・流れ藻採捕数経年変化  図 13 モジャコ尾叉長組成 
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表 8 モジャコ調査結果 

 
 

表 9 採集地点別漁獲物組織 

 


